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犬飼 勝博、青山 繁   
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会 派 名 ： 市 民 ク ラ ブ  

事 業 実 績 （ 視 察 ） 報 告  

 

１  視 察 の 概 要  

⑵  目  的  命 山 に つ い て  

⑵ 日  時  平 成 30 年 3 月 28 日   

午 後 1 時 ～ 午 後 3 時 30 分  

⑶  場  所  袋 井 市  

⑷  参 加 者  岡 田 隆 司 ・ 小 林 敏 秋 ・ 石 川 伸 一 ・ 神 谷 庄 二 ・ 稲 垣 正 明  

 鈴 木 武 広 ・ 颯 田 栄 作 ・ 鈴 木 正 章 ・ 渡 辺 信 行 ・ 松 崎 隆 治  

長 谷 川 敏 廣 ・ 永 山 英 人 ・ 稲 垣 一 夫 ・ 松 井 晋 一 郎  

本 郷 照 代 ・ 犬 飼 勝 博 ・ 青 山  繁  

 

２  袋 井 市 の 概 要  

袋 井 市 は 太 平 洋 、 遠 州 灘 に 面 し 5. 3 5

㎞ の 海 岸 線 を 持 ち 、 15 分 く ら い で 5. 6ｍ

の 津 波 が 到 達 す る と 予 想 さ れ る 位 置 に 面

し て い る 。 江 戸 時 代 に 命 山 の 造 成 が 始 ま

っ た 。 現 在 も 2 か 所 の 築 山 遺 跡 が 残 っ て

い る  

愛 称「 湊 命 山・江 戸 川 の 丘・寄 木 の 丘・き ぼ う の 丘 」の 4 か 所 で 、

2, 3 0 0 人 の 避 難 所 と し て 築 山 さ れ て 、総 工 費 13 億 ３ 千 ３ 百 万 円 と い

わ れ た 。 ま た 1 か 所 の 年 間 経 費 は 40 0 万 円 強 と も い わ れ た 。  

 

 

３  主 な 質 疑 ・ 答 弁  

問 １問 １問 １問 １     

命 山 ・ 津 波 避 難 タ ワ ー の 建 設 に あ た り 、 避 難 対 象 者 の 人 数 （ 健 常 者

数 と 避 難 行 動 要 支 援 者 ） を ど の よ う に 積 算 し た か 。 ま た 、 場 所 の 選

定 は 避 難 速 度 と 津 波 速 度 を 考 慮 さ れ た か 。  
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答答答答     

１ 人 あ た り １ ㎡ と し て 算 出 し て い る 。 健 常 者 と 避 難 行 動 要 支 援 者 に

つ い て は 算 出 し て い な い 。 津 波 避 難 対 象 地 域 の 人 口 を 命 山 等 の 津 波

一 時 避 難 施 設 全 体 で カ バ ー す る よ う な 施 設 配 置 を し て い る 。 （ ※ 国

道 １ ５ ０ 号 線 付 近 の 津 波 到 達 時 間 は 25 分 、こ の 時 間 か ら 避 難 準 備 時

間 等 を 差 し 引 き 算 出 し た 避 難 可 能 距 離 は 、 約 75 0ｍ ）  

 

問 ２問 ２問 ２問 ２     

命 山 ・ 津 波 避 難 タ ワ ー へ の 避 難 は 一 時 的 で あ る と 思 う 。 水 が 引 い た

後 の 避 難 所 の 指 定 は 浸 水 区 域 の 中 で は 難 し い と 考 え る が 、 浸 水 区 域

の 外 に 避 難 所 を 指 定 し て い る か 。  

答答答答     

浸 水 区 域 （ 津 波 避 難 対 象 地 域 ） の 外 側 に 袋 井 市 指 定 避 難 所 を 配 置 し

て い る 。  

 

問 ３問 ３問 ３問 ３     

命 山 建 設 後 の 草 刈 り ・ 剪 定 な ど の 維 持 管 理 費 は ど の よ う か 。  

答答答答     

市 内 ４ 地 区 命 山 の 維 持 管 理 費 は 、 年 間 約 70 0 万 円 。 維 持 管 理 に は 、

水 道 料 や 電 気 代 （ ト イ レ 外 灯 ） を は じ め 、 植 栽 ・ 芝 生 の 管 理 や 浄 化

槽 の 点 検 、 清 掃 及 び 調 整 池 の 清 掃 な ど が あ る 。  

 

問 ４問 ４問 ４問 ４     

地 震 と 津 波 避 難 所 は 分 け て 指 定 し て い る か 。 避 難 所 を 分 け て 指 定 し

て い る 場 合 、 備 蓄 資 材 、 食 料 な ど は ど の よ う に 保 管 し て い る の か 。  

答答答答     

地 震 と 津 波 の 避 難 所 を 分 け て は い な い 。  

 

問 ５問 ５問 ５問 ５     

住 民 が ど の 津 波 避 難 施 設 に 避 難 す る か を 事 前 に 決 め て い る か 。  
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答答答答     

最 も 近 い 津 波 一 時 避 難 所 に 避 難 す る こ と と し て い る 。  

 

問 ６問 ６問 ６問 ６     

西 尾 市 で は 、 津 波 避 難 に あ た り 、 時 間 と 余 力 が あ る 場 合 は 、 浸 水 区

域 外 に 避 難 し 、 浸 水 区 域 外 の 避 難 所 に 避 難 し て も ら う こ と と な っ て

い る が 、 貴 市 の 考 え 方 は ど の よ う か 。  

答答答答     

浸 水 想 定 区 域 境 界 付 近 の 住 民 に は 、 津 波 が 海 岸 に 到 達 す る 可 能 性 が

あ る 場 合 に 、 あ え て 、 海 方 向 に あ る 津 波 一 時 避 難 施 設 に 避 難 せ ず 、

浸 水 想 定 区 域 外 に 避 難 す る こ と を 推 奨 し て い る 。 （ ※ 地 震 発 生 か ら

津 波 到 達 ま で に 25 分 程 度 の 時 間 を 想 定 し て い る た め ）  

 

問 ７問 ７問 ７問 ７     

津 波 避 難 施 設 で の 滞 在 日 数 を ど の 程 度 と 見 込 ん で い る か 。  

答答答答     

東 日 本 大 震 災 の 例 に よ れ ば 、24 時 間 以 上 滞 在 し て い た 事 例 が あ る の

で 、 そ の 程 度 は 避 難 施 設 で の 避 難 が 必 要 か と 思 う 。  

 

問 ８問 ８問 ８問 ８     

津 波 避 難 施 設 で の 訓 練 実 績 は ど の よ う か 。  

答答答答     

平 成 17 年 ４ 月 に 旧 浅 羽 町 と 旧 袋 井 市 が 合 併 し て お り 、そ れ 以 前 か ら

実 施 し て い る 。命 山 へ の 避 難 訓 練 に つ い て は 、少 な く と も 年 ３ 回（ ９

月 、 12 月 、３ 月 ）を 袋 井 市 と 共 に 自 主 連 合 防 災 隊 に よ り 実 施 し て い

ま す 。 タ ワ ー へ の 避 難 訓 練 に つ い て は 、 月 １ 回 の 訓 練 を 浅 羽 南 幼 稚

園 に お い て 行 っ て い る 。  
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問 ９問 ９問 ９問 ９     

命 山 と 津 波 避 難 タ ワ ー の ２ 種 類 を 作 っ た 理 由 は ど の よ う か 。 ま た 、

津 波 避 難 タ ワ ー に 集 会 施 設 な ど を 併 設 す る 考 え は あ る か 。  

答答答答     

タ ワ ータ ワ ータ ワ ータ ワ ー ・ ・ ・ 海 岸 か ら 約 1. 3ｋ ｍ に 位 置 す る 袋 井 市 立 浅 羽 南 幼 稚 園

及 び 私 立 あ さ ば 保 育 園 は 、 浅 羽 南 小 学 校 屋 上 に 避 難 す る こ と が 可 能

で あ る が 、 経 路 に 県 道 が あ り 、 津 波 か ら 避 難 す る 車 両 等 の 通 行 な ど

も 想 定 さ れ る た め 、隣 接 地 に 津 波 一 時 避 難 施 設 を 作 る 必 要 が あ っ た 。

命 山 を 造 る 面 積 が 確 保 で き な か っ た た め 、 タ ワ ー を 設 置 し て い る 。  

命 山命 山命 山命 山 ・ ・ ・ 地 域 住 民 と 協 議 し た 結 果 、 平 時 に 利 用 す る こ と が で き る

「 命 山 」 を 基 本 に 決 定 し て い る 。 津 波 一 時 避 難 施 設 へ の 集 会 場 的 な

も の の 設 置 に つ い て は 、 高 知 県 な ど の 施 設 で は 見 受 け ら れ る が 、 命

山 の 山 頂 に は 、 防 災 ベ ン チ を 設 置 し 、 保 温 シ ー ト 、 水 、 ト イ レ を 備

蓄 し て い る 。 こ の た め 、 山 頂 に 集 会 場 等 を 設 置 し て 、 そ こ に 一 時 避

難 す る こ と は 考 え て い な い 。 ま た 、 建 築 当 時 の ワ ー ク シ ョ ッ プ に お

い て も 、 津 波 一 時 避 難 施 設 に つ い て は 、 集 会 施 設 を 併 設 し た い と い

う 地 元 要 望 は 出 て い な い 。  

 

問 １ ０問 １ ０問 １ ０問 １ ０     

県 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、死 者 数 10 人 と 想 定 さ れ て い る 。市 独 自

の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 採 用 し て 避 難 施 設 を 作 っ て い ま す が 、 こ れ だ

け の 施 設 が 必 要 だ っ た の か 。 ま た 、 浸 水 区 域 外 の 住 民 に 対 し て ど の

よ う な 説 明 を し た か 。  

答答答答     

袋 井 市 で は 、 静 岡 県 の 津 波 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と は 別 に 袋 井 市 独 自 の

津 波 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 実 施 し 、津 波 浸 水 想 定 区 域 を 算 出 し て い る 。

こ の 袋 井 市 独 自 の 津 波 浸 水 想 定 区 域 に 基 づ き 、 津 波 一 時 避 難 施 設 を

設 定 し て い る 。 袋 井 市 独 自 の 津 波 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に つ い て は 、 海

岸 防 潮 堤 の 一 部 に 盛 土 し た 実 績 が あ っ た が 、 地 震 に よ り 破 壊 さ れ る

想 定 と し た 。 静 岡 県 の 津 波 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 地 形 と し て 判 断
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し た た め 、 破 壊 さ れ な い 想 定 と な っ て い る た め 死 者 数 が １ ０ 人 と な

っ て い る 。  

 

問 １ １問 １ １問 １ １問 １ １     

予 算 措 置 、 補 助 金 の 活 用 は ど の よ う か 。  

答答答答     

概 算 整 備 費 は 、① 湊 西 地 区 ３ 億 7, 6 0 0 万 円（ 平 成 28 年 度 命 山 完 成 ）、

② 湊 東 地 区 ２ 億 6, 3 0 0 万 円（ 平 成 25 年 度 命 山 完 成 ）、③ 東 同 笠 ・ 大

野 地 区 ３ 億 7, 7 0 0 万 円（ 平 成 28 年 度 命 山 完 成 ）、④ 中 新 田 地 区 ３ 億

1, 7 0 0 万 円 （ 平 成 27 年 度 命 山 完 成 ） 。 ② 湊 東 地 区 は 、 （ 県 ） 大 規 模

地 震 対 策 等 総 合 支 援 事 業 費 補 助 金 や （ 県 ） 緊 急 地 震 ・ 津 波 対 策 等 交

付 金 を 活 用 し 、 ① ② ④ そ の 他 の 地 区 は 、 （ 国 ） 防 災 ・ 安 全 社 会 資 本

整 備 交 付 金 を 活 用 し て い る 。  

 

問 １ ２問 １ ２問 １ ２問 １ ２     

今 後 の 造 成 計 画 の 予 定 は ど の よ う か 。 ま た 、 地 域 要 望 、 同 協 議 は ど

の よ う か 。  

答答答答     

今 後 、 命 山 等 の 津 波 一 時 避 難 施 設 の 造 成 計 画 の 予 定 は な い 。 整 備 は

す べ て 完 了 し て い る 。 地 域 か ら は 、 命 山 整 備 に 伴 う 条 件 と し て 、 避

難 階 段 、 ス ロ ー プ 、 駐 車 場 、 駐 輪 場 の 設 置 な ど が あ り 、 全 整 備 を 完

了 し て い る 。 駐 車 場 は 、 中 新 田 地 区 の 車 両 で し か 避 難 で き な い 人 数

を カ ウ ン ト し 、 そ の 値 に 基 づ い た 駐 車 場 台 数 を 整 備 し て い る 。  
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３  所 見  

○ 命 山 は 、 津 波 や 洪 水 で

地 域 が 浸 水 す る 時 に 住 民

が 緊 急 に 避 難 す る た め の

も の で あ り 、 広 大 な 敷 地

が 必 要 と な る が 、 沿 岸 部

の 住 民 に と っ て 安 心 で き

る 施 設 と 思 わ れ る 。 建 設

に 当 た っ て は 、 階 段 や ス

ロ ー プ な ど 避 難 し や す い

造 り に し な け れ ば な ら な い し 、 ま た 、 平 時 に は 地 域 の コ ミ ュ ニ テ

ィ ス ペ ー ス と し て の 活 用 や 公 園 、 グ ラ ン ド ゴ ル フ 場 な ど 有 効 に 活

用 で き る も の に し な け れ ば な ら な い 。 避 難 タ ワ ー は 、 直 立 構 造 物

で あ る た め 狭 い 敷 地 で も 建 設 可 能 で あ る が 、 階 段 に よ る 避 難 や 収

容 人 数 の 問 題 、 平 時 の 活 用 や 管 理 、 腐 食 対 策 な ど の 維 持 管 理 費 の

問 題 な ど も 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。  

命 山 ・ 避 難 タ ワ ー と も 機 能 す る た め に は 居 住 地 で 有 効 性 が 大 事

と 考 え る 。 ま た 、 公 共 の 避 難 場 所 だ け で 被 災 者 の 対 応 が 難 し い 場

合 は 、 民 間 の 協 力 に よ り 建 物 の 屋 上 を 避 難 場 所 と し て 確 保 す る こ

と が 必 要 と 考 え る 。  

 

 ○ 海 岸 沿 い に 住 む 市 民 に と っ て は 、 命 山 は ま ず は 安 心 感 を 与 え て

く れ る 施 設 と な っ て い る 。 袋 井 市 は 、 太 平 洋 沿 岸 に 位 置 し て い る

こ と か ら 、 江 戸 時 代 か ら 高 潮 か ら 身 を 守 る た め の 人 口 の 築 山 が 造

ら れ て い た 。 広 大 な 敷 地 を 必 要 と す る こ と 、 平 時 の 利 活 用 に つ い

て な ど 考 慮 す べ き 問 題 は 多 い と 感 じ た 。ま た 、避 難 タ ワ ー も 風 雨・

寒 冷 な ど に 対 し て の 対 策 も 併 せ て 必 要 と な る と 思 わ れ る 。   

  諸 々 考 え る と 、 避 難 ビ ル と い う 形 が 平 時 の 活 用 も 含 め て 有 効 で

あ ろ う か と 思 う が 、 こ の 場 合 、 民 間 の 協 力 が 不 可 欠 と の 考 え に 至

る 。   
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○ 袋 井 市 で は 、 命 山 へ の 避 難 訓 練 を 年 ３ 回 、 袋 井 市 と と も に 自 主 連

合 防 災 隊 が 実 施 し て い る 。 タ

ワ ー へ の 避 難 訓 練 は 月 １ 回 、

幼 稚 園 が 実 施 し て お り 地 域 住

民 の 意 識 が 高 い こ と が わ か っ

た 。 西 尾 市 に お い て も 、 住 民

が 自 主 的 に 動 け る よ う な し く

み が 必 要 だ と 感 じ た 。  

命 山 の 整 備 に は 、 高 額 な 費

用 が 必 要 で あ る こ と が わ か っ

た 。 県 や 国 の 協 力 を 得 て 、 西 尾 市 も 進 め て い く べ き と 考 え る 。  

 

○ 津 波 被 害 が 想 定 さ れ る 地 域 に と っ て 有 効 な 施 設 で あ る 。 袋 井 市 は

津 波 で 倒 壊 し た 建 物 が 流 れ て く る こ と も 想 定 し て 高 さ も 設 定 し て あ

っ た 。避 難 者 約 2, 0 0 0 人 に 対 し て 、４ 基 総 額 約 13 億 円 の 命 山 で 対 応

さ れ て い た 。 西 尾 市 で は 避 難 者 も 多 く 、 そ れ を 大 き く 超 え る 費 用 が

必 要 に な る 。 場 所 の 選 定 も 課 題 に な る の で 、 命 山 だ け で な く 様 々 な

角 度 か ら 考 え る 必 要 が あ る と 感 じ た 。 命 山 へ の 避 難 訓 練 を 年 3 回 以

上 行 っ て い る こ と は 、 見 習 う 必 要 が あ る 。  

 

○ 袋 井 市 で は 平 成 23 年 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 以 降 、津 波 か ら 市 民

の 命 を 守 る た め の 避 難 所 施 設 の 必 要 性 が 論 議 さ れ る 中 で 、 先 人 の 知

恵 に 学 び つ つ 、 現 代 工 法 に よ る 「 平 成 の 命 山 」 建 設 の 声 が 地 元 住 民

よ り 上 が り 建 設 さ れ ま し た 。  

袋 井 市 で は 、 現 在 ４ つ の 命 山 と 津 波 避 難 タ ワ ー が １ 箇 所 設 置 さ れ

て い ま す 。今 回 視 察 し た 、「湊 命 山 」は 平 成 25 年 12 月 に 整 備 さ れ 、

命 山 の 避 難 ス ペ ー ス に あ る ベ ン チ に は 、 被 災 時 に 使 用 す る 簡 易 ト イ

レ や 飲 料 水 ・ 食 料 等 が 備 蓄 さ れ て お り ま し た 。  
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西 尾 市 も 、 命 を 守 る た め の 施 設 を 今 後 整 備 す る 計 画 で あ り ま す の

で 、 今 回 、 ご 教 授 頂 い た 内 容 を 参 考 に し て 早 期 整 備 に 取 り 組 む 必 要

が あ る 。  

 

○ 実 際 に 視 察 し て 、 当 市 に こ の 命

山 が 避 難 ・ 一 時 待 避 所 と し て 最 適

化 と 考 え る と 疑 問 を 持 ち ま し た 。

先 ず 、 冬 の 寒 さ 、 雨 ・ 風 を 、 の っ

ぺ ら な 丘 で 通 常 の 使 い 道 が 不 透 明 。

視 察 し て や は り 建 築 物 の 方 が 、 良

い と 考 え ま す 。 前 市 長 時 代 の 公 共

施 設 再 配 置 、 き ら 市 民 交 流 セ ン タ

ー は 、 災 害 時 に は 最 適 な 建 物 と 思

い ま す 。 通 常 は 公 共 施 設 と し て 使

用 す る 。 災 害 時 は 避 難 場 所 と し て

使 用 し 、 駐 車 場 が 少 な い と い う 市 民 が い る が 、 津 波 タ ワ ー を 立 体 駐

車 場 で 建 設 し て 、 緊 急 時 ５ ｍ 以 上 は 待 避 所 、 避 難 場 所 と し て 使 用 す

る 。  

命 山 に 登 り 、 土 地 柄 を 考 え る と 、 折 角 同 じ お 金 を 使 う な ら 多 目 的

で 屋 根 ・ 壁 の あ る ア リ ー ナ 棟 は 、 年 中 使 用 で き 費 用 対 効 果 を 考 え れ

ば 、 地 域 の 活 性 化 に も 役 に 立 ち 最 適 な 手 法 で す 。  

 

○ 太 平 洋 遠 州 灘 に 面 し た 袋 井 市 に は 、 国 道 15 0 号 線 に 沿 っ て 4 つ の

命 山 と 一 つ の タ ワ ー が 築 か れ て い る 。 そ れ ら の 総 整 備 費 は 14 億

4, 8 0 0 万 円 と な っ て お り 、 驚 く べ き 予 算 が 注 ぎ 込 ま れ て い る 。  

4 つ の 命 山 の な か で 、収 容 人 数 が 1, 3 0 0 人 (大 人 1 人 /㎡ を 基 準 )と

最 も 多 い 湊 東 地 区 の 「 湊 命 山 」 を 視 察 し た 。 敷 地 面 積 6, 4 3 3 ㎡ 、 避

難 ス ぺ ー ス 1, 3 0 0 ㎡ 、 地 上 高 7. 2ｍ (海 抜 10ｍ )、 海 岸 か ら の 距 離 約

1.3 ㎞ 、 整 備 費 ２ 億 6, 3 0 0 万 円 。  

山 頂 に は 、防 災 ベ ン チ が 設 置 さ れ 、ベ ン チ 下 に 食 糧 、保 温 シ ー ト 、

簡 易 ト イ レ 等 が 備 蓄 さ れ て い る 。 ま た 、 本 命 山 は 県 の 河 川 改 良 工 事

の 発 生 土 (残 土 )を 活 用 し て お り 、 整 備 費 が 安 価 に な っ て い る 。  
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袋 井 市 の 命 山 の は じ ま り は 、 江 戸 時 代 に 遡 り 高 潮 か ら 身 を 守 る た

め 人 工 的 に 造 ら れ た 、 と の こ と で あ る が 、 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 の 発

生 が 危 惧 さ れ て い る 今 日 、 地 域 住 民 の 安 心 の 拠 り 所 に な っ て い る 。  

当 市 に お い て も 、 大 規 模 な 予 算 措 置 と な る が 、 海 抜 の 低 い 一 色 地

区 や 吉 良 地 区 に ぜ ひ 、 こ の よ う な 命 山 が 必 要 で あ る と 思 っ た 。  

 

○ 袋 井 市 沿 岸 部 に は 、 高 潮 被 害 か ら 身 を 守 る た め に 、 江 戸 時 代 の 村

人 た ち に よ っ て 築 造 さ れ た 人 工 の 築 山 （ 命 山 ） が 、 今 も な お 地 域 住

民 に 守 ら れ な が ら 現 存 し て お り 、災 害 の 歴 史 が 語 り 継 が れ て い ま す 。 

平 成 23 年 3 月 に 発 生 し た 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 以 降 、津 波 か ら 市

民 の 生 命 を 守 る た め 、 先 人 の 知 恵 を 生 か し た 「 平 成 の 命 山 」 の 建 設

を 要 望 す る 声 が 地 元 住 民 か ら 上 が り 、 平 成 24 年 度 か ら 平 成 28 年 度

に か け て 、 先 人 の 知 恵 に 学 び つ つ 、 現 代 工 法 に よ る 津 波 一 時 避 難 場

所 「 平 成 の 命 山 」 の 建 設 を 行 っ て い ま す 。  

 命 山 は 、 人 工 高 台 で 、 避 難 階 段 と 車 い す 利 用 者 ら の た め の ス ロ ー

プ も 設 け ら れ 、 住 民 の 憩 い の 場 や 散 歩 道 と し て も 利 用 し て い ま す 。  

 市 は 南 海 ト ラ フ 巨 大 地 震 に よ る 津 波 で 、 沿 岸 部 が 約 1 メ ー ト ル 浸

水 す る と 独 自 に 想 定 し て お り 、 市 内 の 命 山 ４ か 所 の 収 容 人 数 は 合 わ

せ て 約 2, 3 0 0 人 で 、 対 象 地 区 で 「 避 難 困 難 者 」 と さ れ た 住 民 1, 9 4 0

人 が 避 難 で き る ほ か 、 津 波 発 生 時 に 地 区 を 訪 れ て い る 人 た ち の 利 用

も 考 慮 し て い ま す 。  

 

○ 国 ・ 県 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は な く 、 市 独 自 の 津 波 シ ミ ュ レ ー シ

ョ ン を 策 定 し 、 独 自 に 綿 密 な 調 査 と 地 域 と の 連 携 に 基 づ き 、 津 波 対

策 ・ 命 山 の 建 設 を 進 め て き た 姿 勢 は 見 習 う べ き 。 地 震 ・ 津 波 ・ 液 状

化 ・ 洪 水 な ど 多 く の 自 然 災 害 を 想 定 し 、 周 知 さ せ る た め の わ か り や

す い 資 料 の 配 布 を は じ め 、 命 山 等 の 津 波 一 時 避 難 施 設 を 活 用 し た 年

3 回 の 防 災 訓 練 、 そ し て 、 日 頃 か ら の 地 域 で の 利 活 用 な ど 、 有 事 に

備 え た あ ら ゆ る 想 定 を 試 行 錯 誤 し な が ら 官 民 連 携 で 実 施 し て い る 。

ま た 、 市 ホ ー ム ペ ー ジ の 表 紙 に は 「 気 象 警 報 ・ 注 意 報 、 震 度 速 報 、
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国 民 保 護 情 報 の 掲 載 履 歴 」 欄 が あ り 、 防 災 減 災 対 策 に つ い て の 市 の

積 極 的 な 取 り 組 み 姿 勢 が う か が わ れ る 。 命 山 ・ 津 波 一 時 避 難 施 設 は

も ち ろ ん 重 要 だ が 、 ハ ー ド 面 だ け で は な く 住 民 主 体 の 避 難 活 動 等 ソ

フ ト 面 の 充 実 に つ い て も 支 援 を 行 っ て お り 、 行 政 の 考 え と 地 元 の 意

見 を 最 大 限 活 か し た 先 進 的 モ デ ル ケ ー ス と 考 え る 。  

 

○ 掛 川 市 の 防 災 減 災 対 策 は 、 革 新 的 な 取 り 組 み を 行 っ て い る と 感 じ

ま し た 。 今 回 の 命 山 ・ 避 難 タ ワ ー の 建 設 に つ い て 、 こ れ ら の 取 組 の

背 景 説 明 で 、遠 州 灘 の 海 岸 部 分 は  国・県 の 地 震・津 波 に 対 し て は 、

自 然 地 形 だ か ら 大 丈 夫 で あ る と の 判 断 に 対 し て 、 市 独 自 の 判 断 で 被

害 を 受 け る と 想 定 し て 、 減 災 対 策 と し て 「 命 山 ・ 津 波 避 難 タ ワ ー 」

を 建 設 し て い る 。 市 民 の 安 全 こ そ 最 優 先 す べ き と す る 強 い 思 い を 感

じ た 。  

 命 山 の 上 に 立 っ た が 海 岸 部 に 近 く 風 が 吹 き 付 け い て 、 午 後 ３ 時 頃

で も 長 く い る の が つ ら い 状 況 で あ っ た 。 実 際 の 災 害 時 の 長 時 間 の 対

応 に つ い て 対 策 の 必 要 性 を 感 じ た 。 西 尾 市 に お け る 「 命 山 ・ 津 波 避

難 タ ワ ー 」 実 施 時 に 一 つ の 検 討 課 題 と し て 大 切 と 感 じ た 。  

 

○ い つ 起 こ っ て も 不 思 議 で な い と 言 わ れ て い る 東 南 海 ・ 南 海 地 震 。

地 震 が 発 生 後 津 波 に よ る 、浸 水 被 害 が 想 定 さ れ る た め 、海 岸 部 の 人 々

か ら 、 命 山 の 建 設 を 望 む 声 が あ り ま す 。  

 す で に 設 置 さ れ て い る 、 袋 井 市 へ 赴 き 命 山 の 現 状 と 課 題 に つ い て

担 当 者 か ら 意 見 の 交 換 を し ま し た 。  

 現 地 を 確 認 し ま し た 。 と て も 暖 か い 日 で あ り ま し た が 、 海 風 が 強

く 、 果 た し て 市 民 が 避 難 し た 後 、 ど れ 程 ま で 耐 え ら れ る か と 疑 問 を

感 じ ま し た 。  

 設 置 に 当 た っ て は 、 検 証 を し っ か り 行 い 、 た だ 、 造 る の で は な く

市 民 が 安 心 し て 避 難 で き る 施 設 に す べ き で は な い か と 感 じ ま し た 。   
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会 派 名 ： 市 民 ク ラ ブ  

事 業 実 績 （ 視 察 ） 報 告  

 

１  視 察 の 概 要  

⑵  目  的  東 京 臨 海 広 域 防 災 セ ン タ  

  ー に つ い て  

⑵ 日  時  平 成 30 年 3 月 29 日   

午 前 10 時 ～ 午 前 11 時 30 分  

⑶  場  所  東 京 都 台 東 区  

⑷  参 加 者  岡 田 隆 司 ・ 小 林 敏 秋 ・ 石 川 伸 一 ・ 神 谷 庄 二 ・  

稲 垣 正 明・鈴 木 武 広・颯 田 栄 作・鈴 木 正 章・渡 辺 信 行 ・

松 崎 隆 治 ・ 長 谷 川 敏 廣 ・ 永 山 英 人 ・ 稲 垣 一 夫 ・ 松 井 晋

一 郎 ・ 本 郷 照 代 ・ 犬 飼 勝 博 ・ 青 山  繁  

２  概 要  

政 府 都 市 再 生 本 部 の 都 市 再 生 プ ロ

ジ ェ ク ト 第 1 次 決 定 に 基 づ き 東 扇 島

東 公 園 （ 神 奈 川 県 川 崎 市 東 扇 島 ） と

共 に 東 京 湾 臨 海 部 の 基 幹 的 広 域 防 災

拠 点 （ 都 県 単 位 で 対 応 不 可 能 な 甚 大

な 災 害 に 備 え る 防 災 活 動 の 拠 点 ） と

し て 整 備 さ れ た 。 有 明 の 丘 地 区 （ 本

公 園 ） の 担 当 機 能 は 応 急 復 旧 活 動 の

指 揮 、災 害 医 療 の 支 援 、広 域 支 援 部 隊 等（ 自 衛 隊・警 察・消 防 な ど ）

の ベ ー ス キ ャ ン プ で あ り 、緊 急 物 資 輸 送 の 拠 点 と な る 東 扇 島 地 区（ 東

扇 島 東 公 園 ） と 一 体 的 に 運 用 さ れ る 。 た だ し 、 埋 立 地 に 立 地 し 海 岸

か ら わ ず か 数 百 ｍ で あ る た め 、 直 下 型 地 震 に よ り 津 波 も 発 生 し た 場

合 は １ 階 オ ペ レ ー シ ョ ン ル ー ム な ど が 機 能 不 全 と な る お そ れ が あ る 。 
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３  所 見  

○ 首 都 圏 で 大 規 模 災 害 が 発

生 す る と 都 県 境 を 越 え て 甚

大 な 被 害 が 生 ず る こ と か ら 、

こ の よ う な 大 規 模 な 施 設 が

整 備 さ れ た 。 各 種 災 害 対 策

機 能 を 西 尾 市 が 同 じ よ う に

整 備 す る こ と は で き な い が 、

南 海 ト ラ フ 地 震 が 懸 念 さ れ て い る 当 地 域 に お い て 防 災 学 習 施 設 な

ど 行 政 並 び に 市 民 の 防 災 意 識 や 防 災 教 育 の 向 上 の た め に 見 習 う と

こ ろ は 多 い 。 防 災 ・ 減 災 対 策 で 最 も 大 事 な こ と は 、 市 民 の 防 災 へ

の 関 心 を 高 め る こ と 、 そ し て 実 際 に 災 害 に 対 応 で き る 知 識 や 知 恵

を 習 得 す る こ と だ と 思 う 。  

  安 全 安 心 な ま ち づ く り の た め に 、 ハ ー ド 面 、 ソ フ ト 面 と も に 各

種 事 業 の 推 進 に 努 め た い 。  

 

 ○ 視 察 時 に は 、 春 休 み と い う こ と も あ っ て 親 子 連 れ 、 小 学 生 ・ 中

高 生 の 見 学 も 多 か っ た よ う で あ る 。 と も す る と 大 人 限 定 の 施 設 と

な り が ち な 防 災 セ ン タ ー で あ る が 、 ク イ ズ 形 式 を 取 り 入 れ 「 楽 し

ん で 学 べ る 」 施 設 は 大 い に 参 考 に な っ た 。 ま た 、 子 ど も 向 け の 防

災 イ ベ ン ト も 色 々 企 画 さ れ て お り 、 こ れ か ら の 日 本 を 背 負 う 世 代

に 向 け て 防 災 意 識 を 根 付 か せ る 仕 掛 け は 見 習 う べ き と 考 え る 。 ま

た 、 施 設 が 広 大 な た め 、 ヘ リ ポ ー ト 隣 地 の 公 園 で は 、 ピ ク ニ ッ ク

を 楽 し む 家 族 連 れ も 幾 組 か い て 、 こ の 防 災 セ ン タ ー の 存 在 が 、 住

民 に と っ て の 日 常 生 活 に 溶 け 込 ん で い る こ と も 感 じ ら れ た 。  

 

○ 「 そ な エ リ ア 東 京 」 と は 、 “ 災 害 を イ メ ー ジ す る 力 ” と “ 対 応

力 ”を 身 に つ け 、災 害 に 備 え る 場 所 と い う 意 味 が 込 め ら れ て い る 。

「 防 災 体 験 ゾ ー ン 」 や 「 防 災 学 習 ゾ ー ン 」 で 、 日 常 的 に 、 防 災 に
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つ い て 学 ぶ こ と が で き る 点 が 良 い 。 さ ら に 、 自 分 た ち の 住 ん で い

る 所 に 、 目 を 向 け 行 動 で き る こ と が 必 要 だ と 感 じ た 。 長 い 海 岸 線

を も つ 西 尾 市 に も 、 防 災 が 身 近 に 感 じ ら れ る よ う な 取 り 組 み が 必

要 だ と 考 え る 。  

○ 実 際 に 体 験 で き る 施 設 と し て と て

も 素 晴 ら し い と 感 じ た 。 防 災 意 識 を

常 に 持 つ と い う 視 点 に 立 て ば 、 有 用

で あ る と 思 う 。 も し 西 尾 市 に 体 験 型

の 施 設 を 建 設 す る の な ら 、 避 難 施 設

も 考 慮 し て 検 討 す べ き だ と 思 う 。  

 

 

○ 視 察 し た 「 東 京 臨 海 広 域 防 災 公 園 」 は 、 首 都 圏 で 大 規 模 な 地 震 災

害 等 が 発 生 し た と き 、 国 や 地 方 公 共 団 体 等 の 緊 急 災 害 現 地 対 策 本 部

が 設 置 さ れ 、 公 園 全 体 が 広 域 的 な 指 令 機 能 を 受 け 持 つ 場 所 と な り ま

す 。  

平 時 は 、 花 と 緑 が あ ふ れ る 国 営 公 園 と 都 立 公 園 が 融 合 し た 広 大 な

ス ペ ー ス で 、 運 動 や 休 息 の 場 と し て 利 用 さ れ て い ま し た 。  

ま た 、 防 災 体 験 学 習 施 設 「 そ な エ リ ア 東 京 」 で は 、 大 規 模 災 害 発

生 後 72 時 間 の 生 存 力 を つ け る 体 験 学 習 や 防 災 学 習 ゾ ー ン が あ る 体

験 型 施 設 で あ り ま し た 。 こ う し た 体 験 型 の 施 設 は 、 子 ど も 達 の 教 育

と し て 有 効 で あ る と 考 え ま す の で 、 西 尾 市 と し て の 体 験 型 施 設 が ど

の よ う か 、 検 討 が 必 要 で あ る 。  

 

○ 東 京 臨 海 広 域 防 災 公 園 を 視 察 し た 。 こ の 広 域 防 災 公 園 は 、 花 と 緑

あ ふ れ る 広 大 な ス ペ ー ス (約 13 h a )が 確 保 さ れ て お り 、軽 い 運 動 や ピ

ク ニ ッ ク が 楽 し め 、 休 憩 ・ 休 息 の 場 と し て 利 用 さ れ て い る 。  

首 都 圏 で 大 規 模 な 地 震 災 害 が 発 生 し た 時 の 非 常 時 に は 、 国 や 地 方

公 共 団 体 等 の 緊 急 災 害 現 地 対 策 本 部 が 設 置 さ れ 、 公 園 全 体 が 広 域 的

な 指 令 機 能 を 受 け 持 つ 場 所 と な る 。  
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議 員 一 人 ひ と り が タ ブ レ ッ ト 端 末 の 交 付 を 受 け 、 地 震 発 生 直 後 の

商 店 街 に 放 り 出 さ れ 、 各 自 置 か れ た 場 所 で ど う 行 動 す れ ば よ い か 、

端 末 上 で 質 問 さ れ 素 早 く 回 答 (行 動 )す る 実 地 訓 練 を 受 け た 。  

当 日 は 、 豊 田 市 の 市 議 会 議 員 も 視 察 さ れ て お り 、 臨 場 感 あ ふ れ る

貴 重 な 体 験 を さ せ て い た だ い た 。  

 

○ 東 京 臨 海 広 域 防 災 公 園 は 、 首 都 直 下 地 震 等 の 大 規 模 な 災 害 発 生 時

に 、 現 地 に お け る 被 災 情 報

の と り ま と め や 災 害 応 急 対

策 の 調 整 を 行 う 「 災 害 現 地

対 策 本 部 」 等 が 置 か れ る 首

都 圏 広 域 防 災 の ヘ ッ ド ク ォ

ー タ ー 及 び 広 域 支 援 部 隊 等

の ベ ー ス キ ャ ン プ 、 災 害 医

療 の 支 援 基 地 と し て 、 東 扇

島 地 区 （ 川 崎 市 ） の 物 流 コ

ン ト ロ ー ル セ ン タ ー と 一 体 的 に 機 能 す る 防 災 拠 点 施 設 で す 。  

事 業 に あ た っ て は 、 国 営 公 園 面 積 6. 7 h a、 都 立 公 園 面 積 6. 5 h a の

合 計 13 . 2 h a を 活 用 し て 、都 市 公 園 事 業 に よ り 国 土 交 通 省 と 東 京 都 が

役 割 分 担 を 行 い 、 関 係 機 関 が 連 携 し て 防 災 に 関 す る 情 報 交 換 や 各 種

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン・訓 練 な ど 、発 災 時 に 備 え た 活 動 を 行 う 場 と し て 、

広 く 国 民 が さ ま ざ ま な 体 験 ・ 学 習 ・ 訓 練 を 通 じ て 、 防 災 へ の 関 心 を

高 め 、 実 際 に 災 害 に 対 応 で き る 知 識 や 知 恵 、 技 術 、 自 助 ・ 共 助 の 心

を 習 得 す る 場 と し て 、 臨 海 副 都 心 の 都 市 集 積 ・ 集 客 性 を 生 か し た 魅

力 あ る 空 間 で 防 災 対 策 活 動 を 行 っ て い ま す 。  

 

○ タ ブ レ ッ ト を 使 っ た 体 験 型 施 設 は 臨 場 感 が あ り 、 映 像 や 講 話 と は

違 う 体 感 と し て の 学 び を 得 る こ と が で き た 。 子 供 を 中 心 に 参 加 者 が

多 い の も う な ず け る 。 災 害 発 生 時 は 混 乱 状 態 と な る た め 、 自 分 の 行

動 傾 向 を 知 る に は 良 い 機 会 だ と 思 う 。 大 規 模 な 施 設 で あ り 、 費 用 も
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莫 大 と な る こ と か ら 、 市 と し て 設 置 す る こ と は 非 常 に 難 し い と 思 う

が 、 例 え ば 、 体 育 館 な ど 大 き な 施 設 内 で 同 様 （ 簡 易 な セ ッ ト と 音 響

に よ る ） の こ と が で き な い か 考 え て み て も い い と 思 う 。  

 

○ 当 市 も 大 規 模 な 地 震 災 害 等 が 発 生

し た と き に 予 定 さ れ て い る 、 愛 知 県

と 西 尾 市 が 融 合 し た 災 害 防 災 公 園 は

建 設 時 に 参 考 に す る と い い の か な 。

市 民 病 院 を 含 め て 考 え れ ば 、 公 園 全

体 が 広 域 的 な 指 令 機 能 を 受 け 持 つ 場

所 に な る と 思 い ま す 。  

 

○ 体 験 コ ー ナ ー は 子 ど も か ら 大 人 ま

で 勉 強 で き る 、 楽 し い 施 設 で あ る 。 施 設 は 国 が 中 心 と な っ て 整 備 が

進 め ら れ て お り 、 当 市 と し て の 取 組 は 無 理 と 考 え ら れ る 。 し か し 、

愛 知 県 内 に 中 部 地 域 の 拠 点 施 設 と し て 整 備 を 働 き か け る こ と を 、 他

の 自 治 体 と 協 力 し て 進 め た い 。  

 

○ 政 府 と 東 京 都 が 中 心 と な り 臨 海 部 に 設 置 し た 防 災 公 園 。周 辺 に は 、

病 院 、ヘ リ ポ － ト な ど 災 害 の 第 一 線 で 必 要 な 施 設 と し て 建 設 さ れ た 。

都 内 有 数 の 防 災 施 設 で あ る 。  

館 内 は 、 子 供 か ら 大 人 ま で 、 実 体 験 が 味 わ え る こ と か ら 多 く の 都

民 を 始 め 全 国 か ら 視 察 が 絶 え な く 、 実 際 体 験 し て 気 づ く こ と が 多 い

施 設 で 、 東 南 海 地 震 が 騒 が れ て い る 当 地 方 で あ る の で 、 一 度 は 体 験

す る こ と も 大 切 で あ る 。    
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項 目 支出金額 備 考 

調査研究費  ７０２，０８０円  旅費       ７０２，０８０円  
資料作成費 円   

資料購入費 円   
事務費 円   

計  ７０２，０８０円   
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